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八王子市立元八王子中学校 平成２２年度 数学科 年間指導計画 ・評価計画 ２学年

時 評価規準・達成目標（生徒の学習目標）
月 単元・章・節 間 指導内容 数学への関心 数学的な見方や 数学的な表現 数量、図形などに

・意欲・態度 考え方 ・処理 ついての知識・理
解

４ １章 式と計算 ○１年で学習した式 ○多項式，単項式の ○同類項をまとめることが ○単項式，多項式，定数項，

１節 式と計算 ８ の計算の 適用範囲 計算の 仕方を，１ でき る。 次数，同類 項の意味を知

１ 単 項 式 と 多 ・ 単項 式と 多項式 の意 味／ が拡がっているこ 年で学習した 式の ○多項式の加法や減法の計 る。

項式 式の次数の意味 とに関心をもち，意 計算の適用範囲を拡 算がで きる。 ○多項式の加法や減法の計

２ 同類項 ・ 同類 項の 意味／ 同類 項を 欲的に 計算をしよ げて考察する。 ○単項式の乗法や除法の計 算方法を知る。

３ 多項式の加法， まとめること うとする。 ○多項式，単項式の 算がで きる。 ○単項式の乗法や除法の計

減法 ・多項式の加法と減法 ○工夫して，式の計 計算の 仕方を，数 ○乗除の混じった式の計算 算方法を知る。

４ 単 項 式 と 単 項 ・単項式と単項式との乗法 算をした り，式の の計算と比較 しな ができ る。 ○乗除の混じった式の計算

式との乗法 ・ 単項 式を 単項式 でわ る除 値を求めようとす がら考察する。 ○式の中の２つの文字に数 方法を知る。

５ 単 項 式 を 単 項 法 る。 を代入 して，式の値を求 ○多項式と数との計算の方

式でわる除法 ・多項式に数をかける計算／多 めることがで きる。 法を知る。

６ 多 項 式 と 数 と 項式を数でわる計算 ○式を簡単にしてから式の ○式の値を求めるときに，

の計算 ・ 式を 簡単 にして から 式の 値 を 求 め る こ と が で き 式を簡単にし てから代入

５ ７ 式の値 値を求めること る。 するとよい場合があること

を知る。

２節 式の利用 ４ ・文字 を使 った式 で数 量を ○文字式を使うと一 ○帰納的に得た数量 ○数量の間の関係や ○文字を使うと，ことがら

１ 数 量 の 調 べ 調べること 般的に簡 潔に表現 の間の 関係や数の 数の性質が成 り立 を簡単に表せ ることを理

方 できるよさを感得 性質が成り立 つこ つことを，文字式を 解する。

する。 とを，文字を使って 使って 説明するこ ○あることがらが一般的に

・ 数 の 性質 を文字 を使 って ○問題解決に，積極 論 理 的 に 考 察 す とができる。 成り立つこと を説明する

２ 数 の 性 質 の 説明すること 的に文字 や文字式 る。 ○目的に応じて等式 のに，文字が使われること

調べ方 を活用しようとす ○目的に応じて等式 を変形するこ とが を理解する。

３ 等式の変形 ・ ある 文字 につい て解 くこ る。 を変形 し，数量の できる。 ○等式の性質を使うと，等

と 関係を考察す る。 式を目的に応 じて変形で

４ 比の性質 きることを知る。

・比の値の意味／比の性質 ○比の値の意味や比の性質

を知る。

２ 章 連 立 方 程 ７ ・２元 １次 方程式 とそ の解 ○事象の中には，２ ○１つの変数を消去 ○２元１次方程式の解をい ○２元１次方程式とその解

式 の意味 つの変数 を使わな して， 既習の１元 くつか 求めることができ の意味を知る。

１ 節 連 立 方 程 くては式で表せな １次方程式に 帰着 る。 ○連立方程式，連立方程式

式 ・ 連立 方程 式とそ の解 の意 いものがあることに させることにより， ○２つの２元１次方程式を の解，連立方 程式を解く
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１ ２ 元 １ 次 方 味 関心を もつ。 連立方程式を解く 両方と も成り立たせる文 ことの意味を理解する。

程 式 と そ の ○代入法や加減法を 方法を 考察する。 字の値の組を 調べること ○ 文 字 を 消 去 す る 方 法 に

解 使って形 式的に処 ○連立方程式を解く ができる。 は，代入法と加減法がある

６ ２ 連 立 方 程 式 ・消去の意味／代入法による連 理していくよさを のに， 代入法や加 ○代入法を使って，連立方 ことを知る。

とその解 立方程式の解き方 知り進んで連立方程 減法を用いて 形式 程 式 を 解 く こ と が で き ○連立方程式を解くには，

３ 連 立 方 程 式 式 を 解 こ う と す 的に処理する。 る。 式の形の特徴をとらえ，文

の 解 き 方 と る。 ○いろいろな連立方 ○加減法を使って，連立方 字の消去しやすい方法を選

代入法 ・ 加減 法に よる連 立方 程式 ○見通しをもって， 程式を 解く際，操 程 式 を 解 く こ と が で き べばよいことを

４ 加減法（１） の解き方 連立方程 式を工夫 作を簡単にす る手 る。 知る。

して解いていこう 順を考える。 ○ か っ こ の あ る 連 立 方 程 ○いろいろな連立方程式の

５ 加減法（２） ・ 係数 の絶 対値が 異な る連 とする。 式，係数 に小数や分数の 解き方の手順を知る。

６ か っ こ ， 小 立方程式の解き方 ある連立方程式 を解くこ ○連立方程式は一定の手順

数 ， 分 数 を とができる。 に従って解くことができる

ふ く む 連 立 方 ・かっこ，小数，分数をふくむ ことを知る。

程式 連立方程式の解き方

２ 節 連 立 方 程 ３ ・連立 方程 式を使 って 問題 ○連立方程式を使う ○題意を理解したり ○問題解決のため， ○具体的な場面にお

式の利用 を解決 する ための 考え 方と よさを知 り，問題 解法を 発見するた 取り出した数 量を いて，連立方程式を

１ 連 立 方 程 式 手順を理解すること 解決場面で連立方 めに，線分図 に表 関連づけて方程式で 使って問題を解決

を 使 っ た 問 程式を進んで活用し したり，表を利用し 表 す こ と が で き する考え方や，手順

題の解き方 ・ 速さ に関 する問 題を ，連 ようと する。 て考察する。 る。 を理解する。

２ 速 さ の 問 題 立 方程 式を つくっ て解 くこ ○方程式をつくるた ○つくった連立方程

と連立方程式 と めに， 数量を関連 式を解くこと がで

３ 割 合 の 問 題 づけて考察す る。 きる。

と連立方程式 ・ 割合 に関 する問 題を 連立 ○解の吟味をするこ

方程式をつくって解くこと とができる

７ ３章 １次関数 ８ ・「 yは xの関数である」こと ○事象の中からとも ○事象の中に，２つ ○y＝ax＋ bで表される関数 ○事象の中の関数の関係に

１節 １次関数 の意味 なって変 わる数量 の数量 が関数関係 関係を，表や式で表すこと ある数量に着目し，「 yは x

１ 関数 を見出そうとする。 になるものが ある ができる。 の関数である」ことの意味

・ １ 次 関数 の意味 ／比 例と ○比例をふくむ新し ことに気付く。 ○変化の割合を求めること を理解する。

２ １次関数 １次関数の関係 い関数が あること ○表やグラフ，式で ができる。 ○「yはxの１次関数である」

に関心をもつ。 表 す こ と に よ っ ○１次関数のグラフを，点 ことの意味を理解する。

３ １ 次 関 数 の ○１次関数の変化や て，関数関係を と をプロットしてかくことが ○ 変 化 の 割 合 の 意 味 を 知

値 の 変 化 の ・ １次 関数 の値の 変化 のよ 対応の特 徴を進ん らえる。 できる。 る。

ようす うす で調べようとする。 ○比例を，１次関数 ○１次関数のグラフを，そ ○１次関数では，変化の割

４ 変化の割合 ○１次関数の変化や の特別 な場合であ の傾きや切片を利用してか 合は一定であることを理解

・変化の割合の意味 対応の特 徴を調べ るととらえる。 くことがで きる。 する。

るのに，進んで表 ○１次関数の特徴を ○直線上にある２点をもと ○１次関数のグラフの特徴

やグラフ，式で表そ 変化の 割合でとら に，直線の式を求めること について知る。
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・１次関数のグラフは直線にな うとす る。 える。 ができる。 ○１次関数y＝ ax＋ bのグラ

９ ５ １ 次 関 数 の ること／１次関数の グラフと ○ある関数が１次関数であ フ上で，a， bの値のもつ意

グラフ（１） 比例のグラフとの関係／グラフ るとわ かっているとき， 味について理解する。

６ １ 次 関 数 の の切片 いろいろな条 件からその ○１次関数のグラフはその

グラフ（２） 関数の式を求めることがで 傾きや切片などを利用して

・ グ ラ フの 直線の 傾き ／直 きる。 かけることを知る。

７ １ 次 関 数 の 線の式 ○表やグラフ，式から，変 ○ 直 線 の 式 の 求 め 方 を 知

グ ラ フ の か 化や対 応のようすを読み る。

き方 ・ １次 関数 のグラ フの かき 取ることができる。 ○ある関数が１次関数ある

８ １ 次 関 数 の 方 とわかっているとき，いろ

式の求め方 いろな条件からその関数の

・ グ ラ フか ら直線 の式 を求 式を求める方法を知る。

め る 方 法／ １次関 数 を表

す式を求める方法

２ 節 方 程 式 と ３ ・２元 １次 方程式 のグ ラフ ○２元１次方程式を ○２元１次方程式を ○２元１次方程式を１次関 ○２元１次方程式を

グラフ とその意味 １次関数 の式とし １次関 数の式とみ 数の式とみて，そのグラフ １次関数としてみる

１ ２ 元 １ 次 方 てみるよさを感じ， る。 をかくことができる。 ことができること

程 式 の グ ラ ・ ２元 １次 方程式 のグ ラフ それらを進んで活 ○２つの２元１次方 ○ax＋ by＝ cで a＝０のグラ を理解する。

フ のかき方／ x軸に 平行にな 用しよう とする。 程式の 交点の座標 フをかくことができる。 ○２直線の交点の座

２ 方 程 式 の グ るグラフ を，連立方程 式の ○２直線の交点の座標を， 標は，連立方程式の

ラ フ の か き 解とみる。 連立方 程式を利用して求 解に一致すること

方 ・ 連立 方程 式をグ ラフ を使 めることができる。 を理解する。

３ 連 立 方 程 式 って解くこと ○グラフを利用して，連立

とグラフ 方 程 式 を 解 く こ と が で き

る。

３ 節 １ 次 関 数 ３ ・身のまわりにある問題を， ○具体的な問題解決 ○事象を１次関数と ○ い ろ い ろ な 事 象 ○身のまわりの事象の中に

10 の路用 １次関 数を 見い だし て解 場面で１ 次関数の してと らえて考察 を，１次関数の 式 は，１次関数を利用して解

１ １ 次 関 数 と くこと 考え方を利用して， する。 やグラフに表して処 決できるものがあること

グラフ 進んで解決しよう 理するこ とができ を知る。

・ 実 験 結果 から， 数量 の関 とする。 る。 ○事象の中には，近似的に

２ １ 次 関 数 と 係を調べること １次関数で表されるものが

実験 あることを知る。

・１次関数を利用して，図形 ○図形の中に，１次関数を

３ １ 次 関 数 と の問題を解くこと 利用して解決できるものが

図形 あることを知る。

４ 章 平 行 と 合 ７ ・内角の意味／多角形の内角の ○ 図 形 の 性 質 を 調 べ る の ○ n角 形 の 内 角 の 和 ○ n角 形 の 内 角 の 和 ○多角形の内角，外角の意

同 和を帰納的に導く に， 小学校での学習経験 を求める のに，四 を求めること がで 味を知り，多角形の角につ
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１ 節 多 角 形 と を生か そうとする。 角形，五角形， … きる。 いての性質を理解する。

角 ・ 外角 の意 味／多 角形 の外 ○「この図形にはいつもこ の 場 合 と い う よ う ○ n角 形 の 外 角 の 和 ・ n角形の内角の和は，１

１ 多 角 形 の 内 角 の和 を， 多角形 の 内角 ういう性質があるといえ に， 帰納的に考察 を求めること がで ８０ °×（n－２）である。
角 の和から演繹的に導く るのかどうかを進ん する。 きる。 ・ n角形の外角の和は３６

２ 多 角 形 の 外 で確か めようとする。 ○観察，操作や実験 ○対頂角や平行線の ０ ° である。
角 ・対頂角，同位角，錯角の意 ○説明の際に現れる多様な を通し て，平行線 同位角，錯角 を使 ○対頂角の意味と性質を知

味／対頂角の性質 考えに関心をもち，それら や角の性質を 考察 って，角の大きさを る。

３ い ろ い ろ な を 積極的に評価しようと ○同位角，錯角の意味を知

角 ・ 平行 線の 性質／ 平行 線で する。 る。

４ 平行線と角 あるための条件 ○図形の性質の調べ方には する。 求める ことができ ○平行線の性質，平行線で

11 ５ 図 形 の 性 質 実 験・実測による方法や ○図形の性質が成り る。 あ る た め の 条 件 を 理 解 す

の 調 べ 方 ・ 三角 形の 内角と 外角 につ 証明 による方法があるこ 立つこ とを演繹的 ○三角形の角，多角 る。

（１） い ての 性質 を，平 行 線の とや，証明による に考察する。 形の角につい ての ○三角形の角についての性

６ 図 形 の 性 質 性質を使って調べる 方 法 の よ さ に 関 心 を も ○角についてのいく 性質が成り立つこと 質を理解する。・三角形の

の 調 べ 方 つ。 つかの 性質を関連 を説明 することが 内角の和は１８０ ° であ
（２） ・ 図形 の性 質の調 べ方 には づけて体系的 にと できる。 る。

帰 納的 な方 法と演 繹 的な らえる。 ○三角形の１つの外角は，

方法があることを知る それととなり合わない２つ

の内角の和に等しい。

２ 節 図 形 の 合 ５ ・合同な図形の性質 ○２つの図形が合同 ○２つの図形が合同 ○２つの図形が合同 ○２つの図形が合同

同 であるた めの条件 である ための条件 であること を， であることの意味を

１ 合同な図形 に関心をもち，そ を調べ，合同 条件 記 号 =を 使 っ て 表 す 知る。

れらを調べようとす を考察する。 ことが できる。 ○合同な図形の性質

・多角形の合同条件 る。 ○すでに正しいと認 ○三角形の合同条件 を理解する。

２ 多 角 形 の 合 ○図形の性質を証明 められ たことがら を使って，合 同な ○２つの多角形が合

同 ・ 三角 形の 合同条 件と その するのに， 三角形 をよりどころ とし 三角形を見出すこと 同であるための条件

３ 三 角 形 の 合 意味 の合同条件を使おう て，すじ道立てて考 ができ る。 を理解する。

同条件 とする。 える。 ○合同な三角形を作 ○三角形の合同条件

４ 合 同 な 三 角 ・ 合同 な三 角形を 見つ ける ○図形の性質が成り 図することが でき とその使い方を理解

形 こと 立つこと を他者に る。 する。

５ 三 角 形 の 合 伝えようとする。 ○図形の性質を，三 ○証明の意味につい

同 条 件 の 使 ・ 三角 形の 合同条 件の 使い 角形の合同条 件を て知る。

い方 方／証明の意味 使って説明すること

ができ る。

３ 節 作 図 と 証 ２ ・作図が正しいことの証明／ ○証明の必要性に関 ○仮定，結論や証明 ○証明の過程を適切 ○証明，仮定，結論

明のしくみ 仮定，結論の意味 心をもち， 既習事 のより どころを明 に表現することがで の意味や証明のより

１ 作図と証明 項をもとに進んで証 らかにして， 演繹 きる。 どころの役割を理
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・証明のしくみ／証明のよりど 明 を し よ う と す 的に考察して証明す ○仮定や結論を，記号を使 解する。

12 ２ 証 明 の し く ころとなることがら る。 る。 って表すこと ○証明のしくみを理

み ができる。 解する。

○証明のよりどころを明ら

かにすることができる。

５ 章 三 角 形 と ５ ○図形の性質を見出 ○実験・実測による ○二等辺三角形の性質をそ ○命題の逆の意味を

四角形 ・定義の意味／二等辺三角形， すのに， 実験・実 方法で 見出した図 の定義 をもとにして証明 理解し，命題の逆が

１節 三角形 正三角形の定義 測による方法を使 形の性質を演 繹的 することがで きる。 成り立つとは限ら

１ い ろ い ろ な おうとする。 に 考 察 し て 証 明 す ○二等辺三角形であるため ないことを知る。

三角形 ・ 二等 辺三 角形の 性質 ／定 ○図形の性質を証明 る。 の条件 を証明することが ○直角三角形，斜辺

２ 二 等 辺 三 角 理の意味 するのに， 三角形 ○二等辺三角形の性 できる。 などの定義を知る。

形の性質 の合同条件を使おう 質を， その定義を ○命題の逆が成り立つかど ○鋭角や鈍角の定義

３ 二等辺三角 ・二等辺三角形であるための条 とする。 もとにして演 繹的 うかを 判断することがで を知る。

形 で あ る た 件／命題の逆の意味 ○図形の性質を調べ に考察して証明する きる。 ○直角三角形の合同

めの条件 るのに， 進んで図 ○ 命 題 の 逆 を 調 べ ○直角三角形の合同条件を 条件の意味とその使

４ 直 角 三 角 形 ・ 直角 三角 形の合 同条 件と をかこうとする。 て，逆が 成り立つ 証明す ることができる。 い方を理解する。

の合同条件 その証明 か ど う か を 考 え ○直角三角形の合同条件を

５ 直 角 三 角 形 る。 使っ て，合同な直角三

の 合 同 条 件 ・ 直角 三角 形の合 同条 件の 角形を見出す ことができ

を使った証明 利用 る。

○直角三角形の合同条件を

使って，図形の性質を証明

すること ができる。

２節 四角形 ６ ・平行 四辺 形の定 義／ 平行 ○図形の性質を証明 ○ 平 行 四 辺 形 の 性 ○平行四辺形の性質 ○平行四辺形の定義

１ １ 平行四辺形 四辺形の性質 するのに， 平行四 質を，そ の定義を を，その定義 をも を知る。

２ 平 行 四 辺 形 辺形の性質や条件を もとにして演繹 的 とにして証明するこ ○平行四辺形の性質

の性質 ・ 平行 四辺 形の性 質の 定理 使おうとする。 に 考 察 し て 証 明 す とがで きる。 と条件を理解する。

３ 平 行 四 辺 形 の証明 ○いろいろな四角形 る。 ○平行四辺形である ○ひし形，長方形，

の 性 質 の 定 理 の について 得られた ○平行四辺形の性質 ための条件を 証明 正 方 形 の 定 義 を 知

逆 ・ 平行 四辺 形の性 質の 定理 性質を互いに関連 の定理 の逆を調べ することができる。 る。

４ 平 行 四 辺 形 で の逆とその証明 付けてとらえようと て，平行四辺 形で ○平行四辺形の性質 ○ひし形，長方形，

あるための条件 する。 あるための条件を演 の定理の逆を 証明 正方形は平行四辺形

５ 平 行 四 辺 形 で ・ 平行 四辺 形であ るた めの ○証明の際に現れる 繹的に考察して証 することができる。 の特別なものであ

あ る た め の 条 件 の 条件 多様な考 えに関心 明する。 ○平行四辺形の性質 ることを理解する。

使い方 ・ 平行 四辺 形の性 質と 条件 をもち，さらに考 ○いろいろな四角形 と条件を使っ て，

６ い ろ い ろ な の利用 えようとする。 の性質 を調べ，そ いろいろな四角形の

四角形 ・ひし形，長方形，正方形と平行四 れらの間の関 係を 性質を 証明するこ
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辺形との関係 考察する。 とができる。

２ ６ 章 定 理 の 発 ３ ・中点 連結 定理の 発見 とそ ○図形の性質を発見 ○平行四辺形の性質 ○中点連結定理を証 ○中点連結定理を理

見と証明 の証明 すること に関心を や条件 をもとに考 明することが でき 解する。

１ 節 平 行 線 と もつ。 察して，中点 連結 る。 ○等積変形について

三角形 ・中点 連結 定理を 利用 した ○図形の性質を証明 定理を証明する。 ○等積変形の作図が 理解する。

１ 中点連結定 図形の性質の証明 するのに， 補助線 ○中点連結定理を使 できる。

理 をひいて考えようと って， 図形の性質 ○図形が等積変形で

２ 中点連結定 する。 を演繹的に考 察し きた理由を述 べる

理の利用 ・ 面積 が等 しい三 角形 や四 ○図形の性質を証明 て証明する。 ことができる。

３ 平行線と面 角形 するのに， 得られ ○面積を変えないで

積 た定理を進んで使お 図形を 変形するこ

うとする。 とを考える。

７章 確率 ３ ・起こ りや すさを 調べ る方 ○身のまわりの事象 ○起こりやすさを数 ○起こりやすさの割合を求 ○起こりやすさの度合を表

１節 確率 法 について， 起こり 値化して考察する。 めるこ とができる。 すのに，割合 が使われる

１ 起 こ り や す やすさを考えようと ○表やグラフを使っ ○相対度数の大きさから， ことを知る。

さ する。 て，起 こりやすさ 起こり やすさの度合いを ○実験や観察の回数を多く

・ 多 数 回試 行にお ける ある ○起こり得るすべて の割合の変化が一定 判断すること ができる。 するに従って， 割合が一

こ と が らが 現れる 割 合の の場合を あげ，同 になることを考察す ○実験の回数を多くしたと 定 の 値 に 近 づ く こ と を 知

２ 起 こ り や す 傾向 様に確からしいこ る。 きの割 合の変化をグラフ る。

さ と そ の 割 とを根拠に，進んで ○同様に確からしい に表し，変化のようすを調 ○確率の意味を理解する。

合 ・ 確率 の意 味／同 様に 確か 確率を 求めようと か ど う か を 考 察 す べることができる。 ○「同様に確からしい」こ

３ 確率 らしいことの意味 する。 る。 との意味を知る。

３ ２ 節 確 率 の 求 ３ ・簡単 な場 合の確 率の 求め ○身のまわりの事象 ○実験や観察によら ○簡単な事象につい ○確率の求め方を理

め方 方 について の確率を ない確 率の求め方 て，確率を求 める 解する。

１ 確 率 の 求 め 進んで考えようと を考察する。 ことができる。 ○起こり得る場合の

方 ・ 樹形 図な どを使 った 確率 する。 ○起こり得るすべて ○ 起 こ り 得 る 場 合 調べ方を知る。

の求め方 ○実験や観察によら の場合 を分かりや を，表や樹形図 で

２ 確 率 の 求 め ないで確 率を求め すく表や樹形 図に 表すことができる。

方のくふう ・ 表や 図を 使った いろ いろ ようとする。 表して考察する。 ○表や樹形図を使っ

な確率の求め方 ○表や図をもとにで て，いろいろ な確

３ い ろ い ろ な きるだけ 簡単に確 率を求めることがで

確率 率を求めようとす きる。

る。


